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　姫路、龍野など城下町の町並み、利神城などの中世
の山城、室津や坂越などの港町が全国的にも知られる
播磨には、隠れた地域資源がたくさんあります。安倍晴
明らの陰陽師や宮本武蔵ゆかりの地、刀剣の材料で有
名な宍粟鉄（千草鉄）、明珍火箸などなど……。美作か
ら太子町、高砂市を結ぶ宮本武蔵生誕の地を巡るツ
アー、感状山城、城山城、置塩城、竹田城など赤松氏
ゆかりの城巡りツアーは“歴女”たちの注目を集めそう
です。また、醤油・酒などの発酵食文化や歴史を体験
できるツアーとあわせて播磨の歴史と文化を味わえる
ツーリズムを推進します。

　京阪神から1時間程度という都市近
郊でありながら、日本の原風景ともい
える田園空間や全国ブランドの農産
物、丹波焼・丹波布などの伝統工芸、
篠山城・黒井城などの観光資源、丹
波竜化石発掘をはじめとした学術資
源など豊富なコンテンツを持つ丹波
は、都市農村交流や二地域居住の場
として魅力的です。
　例えば、集落全体をホテルにしたス
イスのコリッポ、分散型ホテルが点在
するイタリアのアルベルゴ・ディフー
ゾのようなイメージです。
　「泊まる」「体験する」「学ぶ」を柱に、
様々な事業が展開できます。都市住民
が「何度も訪れたくなる」地域を創り
ます。

　ノヴィータは東京に本社を構える、販促
活動等を支援するデジタルマーケティング
の会社です。社名はイタリア語で斬新。
マーケティング支援事業を主とする傍ら、
働き方についても注目。様々な女性の働き
方をWEBサイトで発信したり、社員のリ
モートワーク体制を整えたりもしてきました。
　なぜ豊岡で女性の働く場を？「女性も男
性も自分らしく働けば本来、楽しいはず。場
所にこだわらない働き方ができるリモート
ワークには大きな可能性がある。IT技術を
使って東京や世界で当たり前になっている、
自分にとっては普通の働き方を意識醸成さ
れた豊岡でやっただけ」。小田垣さんは、
豊岡市による丁寧な意識改革を高く評価し
ます。「数年前から女性のプライドを高めよ
うと、駅前の子育て支援センターで、日本

中から優秀な講師を招いて意識を変えてい
かれた。そこに参加した女性たちが、うち
の当初メンバーとして働き始めました。地元
のポテンシャルを引き出そうと、具体的な
動きを長期にわたって続けた自治体で事業
をすると驚くほどスムーズに運びますよ」
　豊岡拠点立ち上げ時は在宅勤務のみで
したが、子連れ出勤できる場があったほう
がいいと幹線沿いで駐車場のある戸建て
の平屋を事業所に。現在、6人が随時働い
ています。
　来春開学予定の兵庫県立国際観光芸術
専門職大学（仮称・認可申請中）に大きな期待を
寄せています。「大学があることで新しいビ
ジネスが生まれる。最高に高度なIT技術
はコミュニケーション。学長予定者の平田
オリザさんは、人間の動きをまねるロボッ
トを作る時『その動きを0.2秒』など勘所を
押さえたアドバイスで見事に実現させたそ
うです。演劇などの芸術は小手先のスキル
でなく、研ぎ澄まされた人たちの高度な趣
向に応える表現を生み、再現できないそ
の瞬間を感じる最先端のITをひらく気がし
ています」

　豊かな自然やスキー・温泉リゾート、芸術文化、食など多彩
な地域資源を有する地域を舞台に、リモートワークやワーケー
ションモデル・プロジェクトを展開し、新たな事業創造に取り組
む「但馬ワークプレース・プロジェクト」。出身地の豊岡で昨年、
子育て中の女性たちが働く事業所を立ち上げた㈱ノヴィータ
代表取締役会長の小田垣栄司さんに聞きました。　ひょうごメタルベルトには、日本の重工

業を担う大企業からそれに付随して加工、
製品化を担う中小企業群まで約1600社が
集結しています。山﨑さんは「金属に関する
すべてがエリア内でできる。このポテンシャ
ルを活かすには、連携して次世代の新金属
素材や高度な成型加工技術を開発すべき
と考えました」と説明します。
　センターの開設費用約4億円は国と県が
地方創生推進交付金事業として半分ずつ
負担。県立工業技術センターの姫路サテラ
イトとして県内企業の共同利用も可能です。
開設記念式典・セミナーを行った昨年7月
から募集したコンソーシアム（上図参照）の会
員は本年2月末現在で企業・団体含め104
と順調にスタートしました。
　センターには電子ビーム型とレーザービー
ム型、2つの金属3Dプリンタがあります。多
田電機製の電子ビーム型は、真空内でチタ
ン系合金などの金属粉に電子線を照射し、
70ミクロンの成型を重ね
て複雑な形の部品を短
時間で作るもの。「技術
力に、創造力の翼を。」
をスローガンに掲げる同
社は、従業員約320人の

4割以上が40歳以下
というフレッシュな戦
力が集まる会社。開
発課の今木辰彦さ
ん（33）は「自 由 度
が高い装置なので
知見を重ね、この分
野でシェアNo.1を目
指したい。メタルベルトでつながる企業群の
存在を知り、力強く誇りに思います。成型に
使われなかった金属粉を再利用できるのか
など、検証が必要な作業などを連携してでき
れば」と期待しています。顧客にサンプル加
工を見せて販促に従事する計画課の鈴木
康祐さん（24）は「結果次第で受注が決ま
る。他分野開拓を広げたい」と意欲的。
　講習会やセミナー、試作品開発など、コ
ンソーシアムの様々な仕掛けで企業同士の
マッチングに注力する山﨑さんは「精密加
工技術は日本の得意分野。新しい金属3D
積層造形技術を普及させる基盤は、モノづ
くりにある。中小企業も含め、その伝統を
持つ企業に、センターで実際に金属3Dプ
リンタに触れ、何ができるかを知ってもらえ
ば、メタルベルトの技術はさらに高度に
なっていくはず」と力強く話しました。

　いま世界中で開発競争が進む金属3D積層造形技術を磨き、瀬戸内臨海部に
延びる「ひょうごメタルベルト」を、世界をリードする地域に再構築する目的で昨
年4月、兵庫県立大学姫路工学キャンパスに金属新素材研究センターが開設さ
れました。センター長で副学長と産学連携・研究推進機構長を兼務する山﨑徹
さんと、国内初の電子ビーム型金属3Dプリンタを開発して同センターに納めた
多田電機（尼崎市）の若いエンジニア2人に話を聞きました。
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